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東加積小学校いじめ防止対策委員会 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜構成員＞ 

 ・校長、教頭、教務主任、生徒指導主事  

   養護教諭、各担任、ＳＣ、ＳＳＷ等 

 ・必要に応じて、専門的知識を有する者 

 ・必要に応じて、その他の関係者 

 

＜役割＞ 

・いじめの未然防止のため、いじめが起きにくい、いじめ

を許さない環境づくりに取り組む。 

 

・いじめの早期発見のためいじめの相談や通報を受ける窓

口としての役割を果たす。 

 

・いじめの早期発見や事案対処のため、いじめの疑いに関

する情報や児童の問題行動等に係る情報の収集と記録、

共有を行う。 

 

・いじめに係る情報があった時に緊急会議を開催し、いじ

めの情報の迅速な共有、及び関係児童に対するアンケー

ト調査、聞き取り調査等により事実関係の把握といじめ

であるか否かの判断を行う。 

 

・いじめの被害児童に対する支援・加害児童に対する指導

の体制・対応方針の決定と保護者との連携といった対応

を組織的に実施するための中核となる。 

 

・いじめ防止基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間

計画の作成･実行･検証･修正を行う。 

 

・いじめ防止基本方針における年間計画に基づき、いじめ

防止等に係る校内研修を企画し、計画的に実施する。 

 

・いじめ防止基本方針が当該学校の実情に即して適切に機

能しているかについての点検を行い、見直しを行う。   

                                     （ＰＤＣＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

職員会議・研修会 生徒指導委員会 道徳・特活部会 

・情報の共有、対応検討 

・授業改善 

・教育相談に関する研修 

・いじめに関する研修 

・相談活動、悩み調査 

・いじめの実態把握 

・いじめに関する指導 

・保護者との連携 

・未然防止に向けた道徳の指導

計画の立案 

・児童の自治的・自発的諸活動

の推進 

 

   

   

 
 

 

 

 

 
                                                    

                                                        保護者・地域 

                ＰＴＡ・学校評議員会・自治振興会・民生児童委員等 

未然防止 ・ 早期発見 ・いじめへの対処 

地域、家庭との連携 関係機関との連携 

東加積小学校いじめ防止対策委員会 

 

関係機関 

・警察署 

・児童相談所 

・医療機関 

・法務局 等 

 

外部専門家 

・心理・福祉の専門

的知識を有する者 

・医師や教員 

・ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ 

等 

連絡 

相談 

報告 

指導 

支援 

 

 

 

・いじめの情報を 
得て、緊急会議 
を行った際には、
報告する。 

・重大事態が疑われ
る場合には、会議
の有無にかかわら
ず、早急に連絡・
相談する。 

・いじめに関するア
ンケート調査、聴
き取り調査等が必
要な場合には、事
前に実施方法等に
ついて、指導を受
ける。 

・調査結果の提供 
については、事 
前に指導及び支 
援を受けて、行 
うようにする。 

・調査結果及びそ 
の後の対応方針 
については、市 
教育委員会を通 
じて市長に報告 
・説明する。 

・いじめに関する 
事項について、指
導・支援を受ける。 

市教育委員会 

 

 教育指導相談機関 

・県教育委員会 

・東部教育事務所 

・県総合教育ｾﾝﾀｰ 

・市教育ｾﾝﾀｰ 

・教育支援ｾﾝﾀｰ 

        等 

相談 

報告 

指導 

支援 

全 教 職 員 

 

 

 

 

 
 


